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平
成
1
1
年
度
　
指
定
・
登
録
文
化
財
決
ま
る
ー

昭
和
六
一
年
一
〇
月
施
行
の
練
馬

区
文
化
財
保
護
条
例
に
よ
り
、
毎
年
、

区
内
に
あ
る
文
化
財
の
う
ち
価
値
が

あ
る
も
の
を
登
録
文
化
財
に
、
そ
の

う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
指
定
文
化

財
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
一
年
度

も
文
化
財
保
護
審
議
会
の
意
見
に
基

づ
き
、
次
の
文
化
財
を
新
た
に
指

定
・
登
録
す
る
こ
と
を
教
育
委
員
会

で
決
定
、
一
月
二
六
日
に
告
示
し
ま

し
た
。今

年
度
は
有
形
民
俗
文
化
財
を
重

点
的
に
指
定
・
登
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
人
々
の
生
活
や
生
産
活
動
を

知
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

な
お
、
文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と

き
は
、
所
有
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文

化
財
に
よ
っ
て
は
公
開
し
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
義
眈
の
ろ
く
し
追
風
　
（
∵
括
）

指
定
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
有
者
　
早
宮
ニ
ー
二
六
　
本
寿
院

●
江
戸
時
代
末
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に

本
寿
院
に
奉
納
さ
れ
た
み
く
じ
道
具
一
式
。
九

九
番
ま
で
の
数
字
を
記
し
た
竹
の
み
く
じ
棒
が

入
っ
た
み
く
じ
箱
、
み
く
じ
が
番
号
順
に
整
理

さ
れ
て
入
っ
て
い
る
み
く
じ
等
笥
、
み
く
じ
の

版
木
を
入
れ
た
版
木
箪
笥
が
あ
り
ま
す
。
版
木

箪
笥
に
は
版
木
一
七
枚
が
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
版
木
箪
笥
は
櫓
で
造
ら
れ
て

お
り
、
「
本
寿
院
什
物
　
十
九
世
目
過
代
　
世

話
人
　
箇
所
信
者
中
」
、
「
寓
延
元
年
　
庚
申
歳

吉
九
月
　
奉
納
細
工
入
　
営
所
平
尾
街
　
池
田

鉄
五
郎
　
発
願
主
　
同
　
横
地
栄
助
　
同
　
河

野
長
松
」
と
あ
り
、
桐
の
み
く
じ
箪
笥
に
は

「
萬
延
元
申
年
七
月
大
吉
辰
　
本
毒
院
十
九
嗣

法
　
日
過
代
」
等
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
現
在
も

神
社
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
お
み
く
じ
の
占
い

に
関
す
る
民
俗
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

qみくじ箪笥　△版木箪笥

版木

qみくじ箱
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小
泉
援
兵
男
家
丈
音
　
二
結
）

指
定
有
形
文
化
財

●
所
有
者
　
大
泉
学
園
町
二
丁
目
　
小
美
濃
英

男●
小
美
濃
家
は
、
江
戸
時
代
に
は
小
樽
村
の
組

頭
、
明
治
期
以
降
は
大
泉
村
の
村
長
な
ど
を
勤

め
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
期
ま
で
、
四

五
三
点
を
数
え
ま
す
。
内
容
は
貞
亨
二
年
（
一

六
八
五
）
　
か
ら
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
　
の
田

畑
の
地
積
な
ど
を
記
し
た
文
書
や
、
明
治
四
二

年
（
一
九
〇
九
）
の
泉
小
学
校
（
現
大
泉
小
学

校
）
　
改
築
に
か
か
わ
る
文
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
記
録
が

多
く
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資

料
で
す
。

璃
敗
格
几
　
低
的
貌

登
録
有
形
文
化
財

●
所
有
者
　
石
神
井
町
五
－
一
九
　
禅
定
院

●
銅
製
で
、
大
き
さ
は
径
一
七
・
四
c
m
、
柄
の

長
さ
九
二
一
c
m
、
柄
幅
三
c
m
、
縁
厚
〇
・
二
c
m

で
す
。
裏
面
に
橘
紋
、
椿
、
几
帳
（
仕
切
り
）

の
図
柄
と
、
「
藤
原
光
永
」
の
銘
が
鋳
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
藤
原
光
永
は
、
鏡
の
制
作
者
で
江
戸

時
代
中
期
以
降
に
活
躍
し
ま
し
た
。
本
品
は
保

存
状
態
が
良
く
、
作
風
も
優
れ
て
い
ま
す
。

醤
沌
醸
逢
常
例
属

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

●
旧
大
泉
村
で
明
治
四
〇
年
頃
か
ら
昭
和
一
五

年
頃
ま
で
醤
油
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
加
藤
合

名
会
社
で
使
用
し
て
い
た
用
具
三
四
点
。
桶
、

樽
、
権
、
柄
長
、
漏
斗
（
口
の
小
さ
な
容
器
に

醤
油
を
注
ぐ
た
め
の
も
の
）
、
へ
ら
、
銑
　
（
桶

樽
の
補
修
道
具
）
、
社
名
看
板
、
商
標
印
な
ど

で
す
。

商標印

樽

社名看板♭

卜
l

擢

か
き
桶
　
高
さ
三
八
竺
口
径
二
八
c
m

二
三
c
m
　
擢
　
長
さ
二
〇
六
c
m
　
柄
長

二
五
五
c
m
・
口
径
二
四
c
m
二
日
同
さ
二
二

長
さ
四
八
c
m
　
刃
渡
り
二
二
c
m
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捕
夕
替
え
向
丘

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

●
主
に
井
戸
の
清
掃
や
修
繕
に
使
わ
れ
て
い
た

道
具
で
、
滑
車
、
桶
、
し
ゆ
ろ
縄
、
錘
が
あ

り
ま
す
。
区
内
の
農
家
で
最
近
ま
で
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
練
馬
区
は
武
蔵
野
台
地
に
あ
り
、

井
戸
は
深
く
、
井
戸
没
え
は
大
変
な
作
業
で
す
。

こ
の
た
め
、
一
年
に
一
回
程
度
、
地
域
共
同
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

斉
藤
水
屋
向
丘

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
有
者
　
南
田
中
一
丁
目
　
斉
藤
　
勝

●
千
川
上
水
が
暗
渠
（
地
下
水
路
）
　
と
な
る
昭

和
三
〇
年
頃
ま
で
営
業
し
て
い
た
南
田
中
の
斉

藤
水
車
で
使
用
さ
れ
て
い
た
用
具
の
部
品
な
ど

で
す
。
大
万
力
、
臼
万
力
な
ど
の
歯
車
類
、
プ

ー
リ
ー
（
滑
車
）
、
ベ
ル
ト
、
目
立
て
用
の
金

鎚
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

量 驚 惹 麗 ㍗ ＿1ポ

△水車歯車

△目立ての
金鎚　△ベルト

△プーリー

丸
那
智
親
、
す
A
級
租
伺
庚
養
蜂

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
旭
町
二
1
九
　
稲
荷
神
社

●
諸
国
の
霊
場
を
巡
礼
し
た
記
念
に
建
て
ら
れ

た
石
塔
で
す
。
像
高
六
二
竺
総
高
二
二
一
c
m
、

台
石
の
銘
か
ら
享
保
三
一
年
（
一
七
二
八
）
　
の

制
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
台

石
に
記
さ
れ
た
銘
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

正
　
面
「
天
下
泰
平
　
国
土
安
全
　
六
十
六

部
　
供
養
備
　
願
主
　
道
法
　
敬
白
」

左
側
面
「
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
　
我
等

輿
衆
生
皆
共
成
彿
道
」

右
側
面
「
武
州
豊
嵩
郡
土
支
田
八
丁
堀
　
加

藤
作
兵
衛
　
享
保
十
三
戊
申
稔
十
月

吉
日
」

桶
　
高
さ
五
二
c
m
・
底
径
四
四
c
m
　
滑
車
　
長

さ
三
・
四
m
・
滑
車
径
三
〇
・
五
c
m
　
錘
　
重

さ
二
・
一
也

大
万
力
直
径
八
〇
c
m
・
歯
の
数
三
六
日
万

力
直
径
八
〇
c
m
・
歯
の
数
三
六
水
車
歯
車

（
左
）
直
径
二
六
c
m
・
歯
の
数
一
二
（
中
）
直

径
三
二
c
m
・
歯
の
数
一
四
（
右
）
直
径
二
一

m
㌻
歯
の
数
二
一
プ
ー
リ
ー
長
さ
四
八
c
m

目
立
て
の
金
鎚
（
右
）
長
さ
二
一
c
m
・

（
左
）
長
さ
一
六
c
m
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絹
本
着
色
叡
迦
十
声
音
紳
後

登
録
有
形
文
化
財

●
所
有
者
　
桜
台
六
1
二
〇
　
広
徳
寺

●
掛
幅
、
絹
本
着
色
。
軸
の
背
に
は
、
宝
暦
一

三
年
（
一
七
六
三
）
　
に
修
理
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
構
図
は
中
央
に
釈
迦
如
来
、
周

り
に
大
般
若
経
を
守
る
十
六
の
神
を
描
く
、
彩

色
豊
か
な
仏
画
で
す
。
金
箔
を
細
か
く
切
っ
て

切
金
の
手
法
を
用
い
る
な
ど
制
作
は
入
念
で
優

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初
期
の
作
品
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

各
戸
連
覇
叡
上
の

大
石
把
阜
村
餓
丈
土
象

●

●

登
録
有
形
文
化
財

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

●
白
子
川
右
岸
の
台
地
縁
辺
部
、
大
泉
町
二
丁

目
に
所
在
す
る
八
ケ
谷
戸
遺
跡
出
土
の
土
器
。

縄
文
時
代
中
期
中
葉
（
約
四
五
〇
〇
年
前
）
　
の

竪
穴
住
居
跡
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
大
き
さ
は
、

高
さ
四
二
c
m
、
口
径
一
九
c
m
、
底
径
九
・
六
c
m

で
、
胴
部
と
把
手
の
一
部
を
欠
く
も
の
の
、
ほ

ぼ
完
全
な
形
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
様
は

縄
文
を
施
し
た
後
に
、
粘
土
紐
を
渦
巻
き
状
に

は
り
つ
け
、
口
の
部
分
に
二
つ
の
大
形
の
S
字

状
の
把
手
を
付
け
た
珍
し
い
も
の
で
す
。
把
手

の
つ
く
り
方
な
ど
か
ら
東
北
地
方
の
影
響
を
受

け
た
土
器
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

文
化
庁
後
援
　
文
化
財
保
護
法
五
〇
年
記
念

「
ね
り
ま
郷
土
史
研
究

五
〇
年
の
あ
ゆ
み
と
展
望
」

今
年
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
　
に
文

化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
五
〇
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
郷
土
史
研
究

団
体
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
ね
り
ま
の
郷
土
史

に
関
す
る
講
演
会
と
公
開
座
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
・
七
月
三
〇
日
　
（
日
）
　
午
後
二
時

～
四
時
▼
会
場
・
練
馬
区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
地

下
多
目
的
会
議
室

※
詳
し
い
内
容
や
申
込
み
方
法
は
、
ね
り
ま
区

報
七
月
二
日
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

二
〇
〇
〇
年
・
N
H
K
七
五
周
年
事
業

「
世
界
四
大
文
明
展
」
文
化
講
演
会

主
催
　
練
馬
区
教
育
委
員
会
・
N
H
K

N
H
K
で
は
　
「
二
〇
〇
〇
年
・
N
H
K
七
五

周
年
事
業
」
と
し
て
世
界
四
大
文
明
（
エ
ジ
プ

ト
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
イ
ン
ダ
ス
・
中
国
）
　
を

テ
ー
マ
に
梅
樟
忠
夫
　
（
国
立
民
俗
博
物
館
顧

問
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
　
総
合
監
修
に
よ
り
、

特
集
番
組
の
放
映
や
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
で

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
練
馬
区
で
は
文
化
講

演
会
を
N
H
K
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
八
月
三
〇
日
　
（
水
）
午
後
二
時
～

▼
会
場
・
練
馬
公
民
館
ホ
ー
ル
▼
講
師
内
容
・

鶴
間
和
幸
（
学
習
院
大
学
教
授
）
黄
河
・
長
江

流
域
で
勃
興
し
た
中
国
文
明
（
予
定
）
　
※
詳
し

い
内
容
や
申
込
み
方
法
は
、
ね
り
ま
区
報
八
月

一
日
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

新
刊
案
内

☆
『
練
馬
を
往
く
』

区
内
文
化
財
を
訪
ね
歩
く
た
め
の
小
冊
子
。

二
五
の
散
策
コ
ー
ス
沿
い
の
文
化
財
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
八
年
初
版
・
平
成
五

年
改
訂
版
を
基
本
に
内
容
や
写
真
を
改
訂
し

ま
し
た
。

A
5
版
・
本
文
七
二
頁
　
四
三
〇
円
。

☆
『
千
川
上
水
－
昭
和
2
7
年
の

写
真
を
中
心
に
－
』

千
川
上
水
の
歴
史
、
流
路
の
解
説
と
暗
渠

化
さ
れ
る
直
前
の
写
真
を
現
在
の
風
景
と
合

わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
刷
り
、
B
5
版
・
本
文
四
六
頁
。

九
〇
〇
円
で
五
月
二
三
日
か
ら
頒
布
。

＊
練
馬
区
役
所
2
階
　
区
民
情
報
ひ
ろ
ば
、
石

神
井
図
書
館
地
階
　
郷
土
資
料
室
で
頒
布
し
ま

す
。
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